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看護師の児童虐待認識に関する研究
� 虐待発見に必要な対策 �

上野加央里�� 　長尾光城��

要 　　　約

医療機関で働き患児やその両親と直接接する機会が多い看護師は，児童虐待の発見を行う立場とし
て適している．現在看護師は児童虐待の発見には，専門職者としての視点ではなく個々の認識に頼っ

ている．今回の研究では，看護師の虐待認識傾向を知り，学習経験が与える影響について検討した．
その結果学習経験は，児童虐待への関心を高め，専門的な知識があるために積極的に関わりを取り
組む姿勢を生むことがわかった．しかし，看護師自身児童虐待に関わる他職種に関する知識が乏しい
ということもわかった．
また学習経験と児童虐待認識の関連性を見るために，ビネット調査と学習経験で ������検定を行っ

た．その結果，「しつけ」ととらえやすいグレーゾーンのあたるものと有意差があった．学習経験は今
まで見逃しがちであったものに対して，虐待であると認識を変化させる可能性が示唆された．

は じ め に

「児童虐待の防止等に関する法律」の第 �条には，
「学校，児童福祉施設，病院その他児童の福祉に業務
上関係のある団体及び学校の教職員，児童福祉施設
の職員，医師，保健師，弁護士その他児童の福祉に
職務上関係のある者は，児童虐待を発見しやすい立
場にあることを自覚し，児童虐待の早期発見に努め
なければならない．」��とある．児童虐待発見は，児
童に関わる関係職者のみが担うのではなくその関係

機関も行なうことになっている．
児童虐待は，身体的虐待，ネグレクト，性的虐待，

心理的虐待の �つに分類されている．そのなかで
も，発見が容易な虐待と発見が難しい虐待がある．
身体的虐待は，あざなどのケガが生じやすいために
目で見て分かるため発見が容易である．しかしネグ
レクト，性的虐待，心理的虐待のようにケガなどが
生じないために目で見て分からない虐待は発見する
ことは困難である．そのため，目で見て分からない

虐待は死亡や重症な状態となって初めて発見されて
いる．目に見えない虐待を発見することは，関係職
種にとって今後の課題といえよう．しかし，目に見
える虐待も発見が困難な現状がある．これは「しつ
け」と「虐待」の区別をつけることが困難なグレー

ゾーンが存在するからである．
医療従事者（助産師，看護師，准看護師，看護助

手，医師，一般事務員，その他の医療従事者），看護
系短大生，一般大学生に対して児童虐待の認識につ
いて行なった鈴木ら ��の調査では，目で見て分から
ない虐待の項目及びグレーゾーンにあたる項目には
虐待認識が低い結果となっていた．鈴木らは，「未だ
にネグレクトや心理的に不適切な関わりや親が子ど

もを叩くのはしつけや家庭内教育の一部という捉え
方が社会的通念となっていることも推測できる」��

と指摘している．
医療機関で働き患児やその両親と接する機会が多

い看護師は，虐待を早期発見する立場に適している．
他職種と同様に看護師も同じように，グレーゾーン
の虐待を見逃している現状があるのではないか．児
童の教育及び保健医療福祉に関わる職種に対して行
なった益田らの先行研究では，看護師は他職種と比

べると虐待関心や虐待ケース経験は高いが虐待認識，
虐待通告義務の認識については低かった ��．今後，
看護師に対しても虐待への学習や啓発活動を行なう
ことが必要であることが明確となった．日本看護協
会は，�		�年（平成��年）に「看護職による子ども
の虐待予防と早期発見・支援に関する指針」��を発
行し看護師へ児童虐待の啓発活動を行なっている．
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また現在では看護師対象の児童虐待学習の機会は増
えつつあるが，必ずしも多くない．
児童虐待の学習や啓発活動が，虐待の発見にどの

ように役立っているのかまた，学習経験の有無に

よって虐待発見するための視点の違いについての研
究はされていない．本研究では，看護師の児童虐待
に認識について調査した．その結果から，看護師の
虐待認識傾向を知り学習経験が与える影響について
検討した．

研 究 方 法

�．研究対象及び研究方法

�市内にある�

床を有する �病院の小児科外来，
小児科病棟，整形外科外来，整形外科病棟，救急セ

ンター（二次救急），救急病棟の各看護師と �市内
にある���床を有する急性期病院の �病院の救急外
来の看護師を対象に行なった．
調査期間は，平成��年 
月 �日から平成��年 
月

��日までであった．
調査書配布数は���枚であった．回収数は���枚

（回収率�����）であり，有効回答数は���枚（有効
回答率�����）であった．
アンケート内容は，高橋ら ��によるビネット調査


�項目から抽出した��項目と基本属性（年齢，性別，
看護師歴，配属先名），児童虐待の学習経験，児童虐
待関心項目（児童虐待への関心，児童虐待へ関わる
積極性，児童虐待を身近な問題ととらえているか，
児童虐待を発見する技術，児童虐待に関わる他職種
の役割の理解），児童虐待発見項目（看護師が虐待を
発見する立場として適切か，虐待への日々の意識，
虐待発見経験の有無）を質問項目とした．ビネット
調査項目は，「 ��全く問題ない」「 ��あまり問題ない」
「 
�不適切」「 ��虐待・放任の疑いがある」「 ��虐待・

放任である」「 ��わからない」の �つの選択肢から
自己の考えにあてはまるものを選んでもらった．質
問用紙は，各配属先に配布し �週間の留め置き法と
した．統計方法は，統計ソフト �������	を使用し，
児童虐待の学習経験と他の項目の関連性について��

検定と ������検定を行なった．
�．ビネット調査及び抽出方法

『ビネット調査』とは，短いストーリーに対する
回答を得て，回答者の考え方を把握する方法である．

今回の研究では，高橋ら ��の論文の『「子どもへの不
適切な関わり（マルトリートメント）」アセスメント
基準とその社会的対応に関する研究（�）� 新たな
フレームワークの提示とビネット調査を中心に �』
で制作された
�項目のビネット（想定事例文）を抽
出し使用した．分析方法は，ビネット調査を使用し

て児童虐待認識について行なった鈴木ら ��，および
高橋ら ��の方法を用いて分析を行った．ビネット調
査
�項目を児童虐待の �つにし，種類ごとに「 ��虐
待・放任の疑いがある」「 ��虐待・放任である」の �

つの比率が多い順に並べ，上位 �項目と下位 �項目
の �項目を選んだ．�つの論文では，順位は同じで
あった．しかし，身体的虐待の項目の「親が子ども
を叩いたらあざができた」「親が子どもを叩いたが
けがやあざは生じなかった」は，類似している質問
であったため使用することとした．したがって，身
体的虐待は �項目となり全体で��項目となった．
�．用語の定義（児童虐待，虐待 �つの種類，児童

虐待の学習経験）

児童虐待の定義は，�			年（平成��年）��月�	日
に施行された「児童虐待の防止等に関する法律」��の
第 �条を引用した．また，�つの種類（身体的虐待，
性的虐待，ネグレクト，心理的虐待）に関しても同
法律を用いた．また，本研究で用いる「児童虐待の
学習経験」は，対象者が児童虐待の関係職者である
看護師として児童虐待について学んだ経験とした．
�．倫理的配慮

川崎医療福祉大学倫理委員会に申請書を提出し，

承諾を得て調査を行った（承認番号：	�
）．また対
象者に対して，調査協力は任意であることや個人が
特定されないことを書面に記載し説明を行なった．

結 果

�．対象者の属性

対象者の年齢は，�	歳代が最も多く���	�（�
名）
次いで
	歳代�����（
�名），�	歳代�����（�	名），
�	歳代��
�（ �名），�	歳代	�
�（ �名）であった．
また性別は，男性����（ �名）女性�
���（���名）
であった．

対象者の看護師経験年数は，�� �年が最も多く
���	�（�
名），次いで ���	年���	�（��名），����	
年�����（��名），��年以上�
���（��名）であった．
配属先は，小児科���
�（�	名），整形外科
����（��

名），救急科�����（��名）であった．
�．児童虐待の学習経験

児童虐待の学習経験は，全体では「ある」
����（��

名）「なし」�����（

名）であった．経験者の学習
方法は，「看護基礎教育において学んだ」

名「イ

ンターネットや図書館による自己学習」 �名「病院
外の看護研修で学んだ」 �名「卒後教育で院内全体
の教育で学んだ」「病院外の児童虐待の学習会」各
�名「その他」 �名であった．「その他」の中では，
「入院患児でいたから」「雑誌で学んだから」といっ
たものがあった．児童虐待を発見するための知識
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�

や技術が十分であるかの問いに対して，全体で「は
い」����（ �名）「いいえ」�����（���名）であっ
た．児童虐待に関わる他職種の機能の理解につい
て，全体では「わかる」�����（��名）「わからない」

�����（�		名）であった．
看護師は，学習経験がないために専門的な知識や

技術などが習得できていない現状があることがわ
かった．
�．児童虐待関心項目

児童虐待に関心について，全体では「ある」

����（�	�名）「なし」�����（�	名）であった．
児童虐待に対して積極的に関わりを持っていきたい
かという問いに対して，全体では「はい」
����（��

名）「いいえ」�����（��名）であった．児童虐待を
身近な問題としてとらえているかの問いに対して，
全体では「はい」�����（��名）「いいえ」�����（
�

名）であった．
患児と直接関わっている看護師であるため，児童

虐待への関心を持ち，身近な問題ととらえている．
しかし，積極的に虐待に関わりを持てない現状があ
ることがわかった．
�．児童虐待発見項目

看護師自身が，児童虐待を発見することに適切な
立場にあるかについて，全体では「はい」�����（�	

名）「いいえ」�����（
�名）であった．児童虐待発
見することを意識して日々看護を行なっているかと
について，全体では「はい」�
�
�（
	名）「いいえ」
�����（��名）であった．児童虐待発見経験につい
て，全体で「ある」�����（
�名）「ない」�����（��

名）であった．
看護師自身は虐待発見に適切な立場であると認識

しているが，日々虐待を念頭において業務を行なっ
ていない現状があることがわかった．
�．ビネット調査

ビネット調査の比較の仕方は，対象者の認識を分
かりやすく行っていた鈴木ら ��の文献で用いた方法
を使用した．ビネット調査��項目それぞれに対し，
「 ��虐待・放任の疑いがある」と「 ��虐待・放任で
ある」を合わせたものを「虐待である」とした．ま
た，「 ��全く問題ない」と「 ��あまり問題ない」を合

わせたものを「問題ない」とした．
表 �のとおり，「虐待である」と�	�以上の者が

認識した質問が身体的虐待 �項目，ネグレクト �項
目，心理的虐待 �項目の計 �項目であった．
また「問題ない」と
	�以上の者が回答した項目

が，身体的虐待，ネグレクト，性的虐待の �項目ず
つで計 
項目あった．

�．児童虐待の学習経験と児童虐待関心項目との関

連性

看護師は，児童虐待に対してどのような意識，経
験などを持って発見しているのか知るために，児童

虐待の学習経験と児童虐待発見項目（児童虐待への
関心，児童虐待へ関わる積極性，児童虐待を身近な
問題ととらえているか，児童虐待を発見する技術，
児童虐待に関わる他職種の役割の理解）のそれぞれ
の質問で�� 検定を行なった．
その結果，「児童虐待への関心」（��	�	�），「児童
虐待へ関わる積極性」（��	�	�），「児童虐待に関わ
る他職種の役割の理解」（��	�	�）の 
項目に有意
差があった．有意差があった 
項目について，学習

経験「ある群」と「ない群」とで比較した．結果は，
図 �に示すとおり「児童虐待の学習経験」の有意差
があったすべての質問で，「ある群」の方が「ない
群」より肯定的な回答が多かった．
�．「児童虐待の学習経験」の有無とビネット調査

項目の関連性

ビネット調査と「児童虐待の学習経験」の関連性
を見るために，������検定を行った．������検定を
行うために「不適切」「あまり問題ない」「全く問題

ない」を合わせたものを「問題ない」とし，「虐待・
放任の疑いがある」と「虐待・放任である」を合わ
せたものを「虐待である」とした．
その結果，有意差があったのは身体的虐待の「親

が子どもを叩いたがけがやあざは生じなかった」
（��	�	�）の �項目のみであった．表 �のように学
習経験「ある群」と「ない群」とで「虐待である」
との認識を比較したところ「ある群」�����「ない
群」�
���であった．「ある群」の方が，「虐待であ

る」と認識していることがわかった．しかし，この
項目以外には有意差が認められなかった．

考 察

�．「児童虐待の学習経験」の有意差項目

「児童虐待の学習経験」は，「児童虐待への関心」
（��	�	�）「児童虐待へ関わる積極性」（��	�	�）「児
童虐待に関わる他職種の機能の理解」（��	�	�）に
有意差があった．このことは「児童虐待の学習経験」
が児童虐待の関心を高め，専門的知識を持ち積極的
に取り組む姿勢を生み関係職者の役割について理解

を深める可能性を示唆している．ただし，「児童虐
待に関わる他職種の機能の理解」では，学習経験の
有無に関係なく「わからない」との回答が多かった．
児童虐待に関わる職種は，児童相談所だけではなく
多種多様になっている．児童虐待に関わる看護師と
して，他職種の機能を理解し児童虐待発見後の他職
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表 � ビネット調査認識結果

種とのネットワーク作りやその活用をすることが出
来れば幼児や児童を虐待から保護することなどの援
助をする事ができるものと考えられる．児童虐待に
ついての学習内容に，児童虐待に関わる他職種の役
割について入れる事が重要ではないかと考える．
今回の研究で，学習経験が看護師の児童虐待認識

に与える影響について知ることができた．学習経験
があることによって，看護師の持つ児童虐待の関心
や認識を高めていた．学習経験は，看護師を児童虐
待への意識させる効果があるのではないかと考える．
�		�年（平成��年）に日本看護協会は，「看護職に
よる子どもの虐待予防と早期発見・支援に関する指
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図 � 児童虐待の学習経験の有無と有意差のあった質問

針」��を発行し児童虐待の啓発活動を行なっている．
このような活動を積極的に行い，看護師が社会の流
れを理解し児童虐待の関係職者としての役割を認識
することが今後の課題といえる．現在，看護師は手

探り状態で児童虐待に対して予防・早期発見・援助
を行っている．しかしこのような状況では，個々で
異なった判断を行なってしまい最悪な結果を招いて
いる可能性がある．児童虐待についての正しい知識
や認識があれば，このような結果を予防することが
できる．児童虐待の発見は，子どもの目線に立って
行なわれることが児童虐待問題の解決の第一歩では
ないかと思う．その役割の一端は，子どもや親に直
接接する機会の多い看護師が担うことが望ましいの

ではないかと考える．
�．「児童虐待の学習経験」の有無とビネット調査

の有意差項目

「児童虐待の学習経験」とビネット調査項目で
������検定を行うと，有意差は身体的虐待の「親
が子どもを叩いたがけがやあざは生じなかった」
（��	�	�）の �項目であった．ビネット調査項目全
体を見てみると，性的虐待の「親が思春期の異性の
子どもと一緒にお風呂に入る」という �項目を除い

て「ある群」の方が，「虐待である」との認識は高
かった．しかし，その差はごくわずかであった．今
回の調査対象者は，児童へ関わりを持つことの多い
看護師であった．またその中でも虐待への関心があ
る者は，
����と高かった．今回の対象者は，学習
経験の有無とは関わらず虐待へ関心を持っていたた
め �項目のみしか関連性が見られなかったと考えら
れる．
有意差があった身体的虐待項目は，ビネット調査

を用いた鈴木ら ��と高橋ら ��の先行研究のいずれに
おいても「虐待である」との認識が低かった．この

項目は，けがなどが生じなかったために「しつけ」
と捉えやすいグレーゾーン虐待であるためではない
かと考えられる．また鈴木ら ��は，「しつけ」や「グ
レーゾーン」の段階で発見することが虐待発生の予

防へと繋がると言っている．早期発見は，虐待を初
期の段階で行うのではなく不適切な「しつけ」の段
階で発見することが今後重要となってくるのではな
いかと考える．そのためには，児童虐待の専門的な
知識や技術の習得は重要ではないかと思われる．
児童虐待の早期発見は，言葉や行動でうまく表現

することができない子どものことを考えること重要
である．その役割は，医療機関内で患児に一番近い
存在である看護師が一番適している．そのことを認

識することが重要ではないだろうか．児童虐待につ
いて学習することは，児童虐待発見の専門職として
の看護師の認識を変化させていく可能性が示唆さ
れた．

結 論

今回の研究で児童虐待の学習経験が，看護師の児
童虐待認識に与える影響についての調査を行なった．
その結果で以下のことが言える．

��児童虐待への関心が高まる
��児童虐待へ積極的な関わりを持つことができる


�児童虐待に関わる関係職者として，他職種の役
割について理解ができる

臨床現場で看護師が，このような姿勢で虐待発見
の意識を持つことはとても重要である．
また，ビネット調査では「しつけ」と捉えられや

すい項目へ影響を与えていることがわかった．その
ため学習経験は，グレーゾーンの虐待に対して「虐
待である」と認識を変化させる可能性があることが
示唆された．このことは，グレーゾーンの虐待が死





� 上野加央里・長尾光城

表 � 児童虐待の学習経験とビネット項目の比較

亡や重篤な状態で発見されることを防ぐことが出来
るのではないかと言える．また虐待となる前の不適
切な「しつけ」の段階で発見することができるため
に本当の意味の早期発見へと繋がっていくと考えら
れる．
以上のように，看護師に児童虐待の学習の機会を

与える事が必要な事が理解できた．

社会問題として，児童虐待は認識されている．児
童虐待に関わりを持つ職種や機関は，多種多様であ
る．そのため児童虐待への対応を行うには，関係職
種や機関のネットワーク作りや共通認識が重要であ
る．そこで今後は，そのネットワークの中での医療
機関と看護師の役割について検討を進めたい．
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